
〜2050年の脱炭素社会の実現に
向けたかわしんの取組み〜

川崎信⽤⾦庫
総合企画部
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本日の内容

１．かわしんの現状について

２．かわしんの取組み
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１．かわしんの現状について
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川崎信⽤⾦庫の概要

本店所在地︓川崎市川崎区砂⼦2－11－1
店舗︓川崎市を中⼼に横浜市⼤⽥区含めて56店舗
設⽴︓1923年7⽉（創⽴100周年)
従業員数︓1,202名
預⾦︓23,468億円 貸出⾦︓14,321億円

※2024年3⽉末現在
【経営方針（抜粋）】

１．地域と共に歩む協同組織⾦融機関としての社会的責任と
公共的使命を果たし、地域社会の発展に貢献します。
当⾦庫と地域の持続的な発展は⼀⼼同体

＜100周年ロゴ＞

＜100周年キャラ かわむす〉
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脱炭素の取組みのきっかけ

【再エネ100宣言RE Action】

【かわさきカーボンゼロチャレンジ2050】

脱炭素に向けた取組みへ参加し、意思や目標を表明
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各種認証や取り組みの状況

【川崎市脱炭素⾏動宣言】

【かながわSDGsパートナー】 【横浜市脱炭素取組宣言】

【おおたクールアクション】

バックキャスティングで徐々に取組みを開始
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環境経営を推進していくため、「かわしん環境経営方針」を制定しました。

「かわしん環境経営方針」の制定
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環境負荷低減に向けたロードマップの策定
・2030年度までに⼆酸化炭素排出量を2013年度⽐で90％以上削減
・2030年度までに使⽤電⼒の100％を再エネ由来の電⼒に切替え
・2050年度までに⼆酸化炭素排出量を実質ゼロ
※政府の目標︓2030年度までに2013年度⽐▲50％、2050年度までに実質ゼロ

川崎市/神奈川県/横浜市/⼤⽥区の目標︓
2030年度までに2013年度⽐▲50％、2050年度までに実質ゼロ
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EA21（エコアクション２１）とは
環境省が制定した⽇本独⾃の環境マネジメントシステム。
環境負荷の低減に向けて、PDCAサイクルを繰り返して
いくことで、継続的な改善を目指します。

【かわしんが把握する環境負荷の項目】
・⼆酸化炭素排出量（電気、ガス、重軽油、ガソリン）
・廃棄物排出量（⼀般ごみ、プラごみ、ビン・⽸、産廃など）
・⽔使⽤量

2024年7⽉30日に認証・登録となりました︕
今後も環境負荷低減に向けた取組みを実施します。

環境マネジメントシステム(EA21）の認証・登録
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⼆酸化炭素排出量（単位︓kg-CO₂）
2013年度 4,422,354
2021年度 3,120,047
2022年度 1,976,221
2023年度 582,580 

＜内訳＞
電気 72.37％
都市ガス、LPG 8.79％
重軽油 0.13％
ガソリン 18.67％

2013 2021 2022 2023

電気 ガス
重軽油 ガソリン

環境負荷の状況

2013年度⽐
▲86.82％達成︕︕
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２．かわしんの取組みについて
・川崎市SDGsプラットフォーム

・再エネ発電設備の導入

・店舗の省エネ化

・環境配慮型⾦融商品の販売

・地域企業の脱炭素化に向けた支援
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【川崎市SDGsプラットフォーム】
当⾦庫と川崎市が共同事務局を務め、地域のSDGsの促進に向け、
具体的な取組みの⽀援や連携促進を様々な施策で⾏っています。

・参加する事業者や団体は拡⼤中
※かわさきSDGsパートナー登録認証制度

・かわさきSDGs⼤賞の開催
・ポータルサイトの開設
・SDGsモデル事業創出補助⾦
・分科会の⽴ち上げ及びマッチング

川崎市SDGsプラットフォーム

・フォーラムやセミナーの開催

自分たちがSDGsに取り組むだけでなく、
地域のSDGsを促進していくことが重要

＜かわさきSDGs⼤賞＞
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再エネ発電設備の導入

・2023年度は新たに7店舗に太陽光発電設備を設置
・ソーラーカーポートを設置し、EV⾞を導入
・建替え予定の店舗にも積極的に太陽光発電設備の導入を検討

再生可能エネルギーの割合を増やすとともに、
地域の事業者や家庭への導入も促進していく
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【百合丘⽀店】
・省エネ性能を追求して建替えを実施
・「ZEB Ready」認証と「BELS」最高ランク5取得
・使⽤電⼒約40％削減し、残電⼒も再エネ10０％プランへ変更
・ロビーの一部に国産木材を使い、炭素の木質固定化
・川崎市スマートライフスタイル⼤賞 最優秀賞受賞

その他店舗も節電やLED切替による省エネ化を進⾏中

店舗の省エネ化
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・水道管直結ウォーターサーバーを全事業所に設置
・職員へマイボトルを配布（自販機の非ペットボトル化)
・分別回収ボックス(分別の徹底でプラごみの100％再資源化へ)
・産業廃棄物も適正処理を管理

職員⼀⼈⼀⼈の意識向上を促進、プラごみ削減へ

プラスチックごみの削減と再資源化
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・植樹運動への参加
・多摩川の清掃活動の実施
・⾥⼭の保全活動
・環境配慮型定期預⾦の残高に応じた

⾦額を環境事業へ寄贈

私たちが活動する地域の環境や豊かさを守る

環境保全の活動

＜植樹運動＞ ＜⾥⼭の保全＞ ＜多摩川の清掃活動＞

＜環境事業へ寄贈＞
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・災害備蓄品をフードバンクへ寄贈するとともに、
⼦どもたちが喜ぶような食品での備蓄を開始

・川崎市SDGsプラットフォーム内に⼦どもたちへ寄付を活性化
させるための分科会を設⽴

・分科会にて⼦どもたちへの食料等の配布や居場所づくりの
イベントを企画。社内フードドライブを実施するとともに、
地域の企業等へも参加を呼びかけ、回収や保管、配布を実施

フードドライブや備蓄品の寄贈

フードロス削減、子どもや⼀⼈親家庭を支える
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環境配慮型⾦融商品の販売
・かわしんカーボンゼロ・アシスト2050

⇒脱炭素に向けて取り組む事業者向け事業資⾦
・かわしんサンシャイン

⇒太陽光パネル設置とCO2排出量可視化を⽀援
・かわしんカーボンゼロ・アパートローン

⇒省エネ性能を持つ賃貸物件向け建築等資⾦
・かわしんカーボンゼロ・住宅ローン

⇒エネルギー消費性能向上設備は実質⾦利0％
・かわしんカーボンゼロ・カーライフローン

⇒電気自動⾞や充電設備の購入資⾦
・かわしんカーボンゼロアシスト定期預⾦

⇒契約⾦額に応じて環境保全活動に寄付
脱炭素化に向けた取組みを促進する⾦融支援

〜持続可能な社会を作るためにお⾦の流れを変える〜
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地域企業の脱炭素化に向けた⽀援

●カーボンゼロに向けた支援メニュー
・省エネ診断の⽀援
・再⽣可能エネルギー電⼒の紹介
・省エネ設備の導入⽀援
・川崎カーボンディスクロージャーアクション（KCDA）
・エコアクション21認証取得プログラム
●⾏政と連携した取組み
・おおたクールアクション
・脱炭素アクションみぞのくち（脱炭素先⾏地域）
・川崎未来エナジー㈱運営
・川崎市ESGファイナンスモデル事業
・経産省・環境省「利⼦補給事業」指定⾦融機関

地域の皆様と⼀緒にカーボンゼロを⽬指す︕
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これからも住み続けられる街、
持続的発展が可能な地域を目指して、

地域の皆様と⼀緒に取り組んでいきます︕
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